
 

 

満開の梅と子育て 
 

 

＜今月の聖句＞ 「強く、雄々しくあれ。」   （ヨシュア記１：５～６） 

 

 

園庭の真ん中で、薄紅色の梅がいま満開を迎えています。 

ちょうど現在の年長さんたちが生まれたころ 

今の場所に植えられた梅の木です。 

植えたばかりの幼木だった当初は、お花もぽつぽつ。 

ちゃんと育ってくれるか心配でした。 

でも今年、ご覧の通り、枝々をしっとり紅く染めながら 

お花たちがこちらに笑顔を向けてくれています。 

 

よくぞ、ここまで育ってくれました。  といっても、 

特別なお手入れをしたという記憶はほとんどありません。 

植えたてのときこそ、少し気にして毎日のぞいて見たけれど 

その後は庭の水まきのついで、気がついたとき、水を少々… 

という程度。なのに木は自分で根を伸ばし、葉は天水を集め 

周りで遊ぶ子どもたちを静かに見守るまでに成長しました。 

 

人が手を加えなかったのが、実はよかったのかもしれません。 

人間は頭であれこれ考えて、手を出したくてうずうずします。 

けれど、自然はそもそも、ひとりでに芽生え、成長するもの。 

 

子どもも本来、そうした自然の一部であったはずでした。 

現代は、スマホで簡単に育児情報まで見られるそうですが 

私の観る限り、大人がどう手を出すか、ばかり教えています。 

そんな時代だからこそ、むしろ必要とされるのは 

出そうとした手を引っ込めてみること、なのかもしれません。 

 

        （つくし保育園園長 つだかずお） 

 

＜礼拝のご案内＞ 日曜日は教会へ！ お庭のチャペルで礼拝しましょう 

 毎週日曜日あさ１０時３０分 だいご教会 

          懐かしい讃美歌、楽しい聖書の話  

ご家族でご一緒にどうぞ 

      

 


